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研究情報の名称 二層立体ラチス壁構造のじん性に期待した設計法の開発と耐震補強壁とし
ての適用の検討 
アルミニウム合金製立体システムトラス壁を既存不適格構造の耐震補強要素に用い、接合部の鋼製
ボルト降伏型破壊とすることで｢巨大な制震壁構造｣とすることにある。立体トラス壁はガラス壁の支
持機構としてしばしば用いられてきたが、このような制震機構を意図した耐震壁はいまだに普及して
いないものと考えられる。また、特に多雪地においては本立体ラチス構造により積雪期に活動しうる
新たな空間を創造することができる。 
ボールジョイントと部材を鋼製ボルトで接合したアルミニウム合金製二層立体ラチス壁構造を対
象とし、１質点系振動モデルに置換する方法、すなわち、壁頂部の降伏変位、剛性、降伏耐力、１次
固有周期を求める簡便計算法の提案及び適用性を示す。すなわち、鋼製ボルトを先行降伏させること
で｢じん性に期待した設計｣を可能とするとともに、本提案法とエネルギー一定則を用いることで本ラ
チス壁構造の等価弾性最大歪エネルギーを予測する。また、静的弾塑性解析及び地震応答解析結果の
分析・検討に基づいて、本ラチス壁構造のボルトを降伏に至らしめる静的降伏震度をどれくらいに設
定すれば、入力地震波の主要部の間においてボルト降伏のみの破壊形式で地震応答を終了することが
できるかどうかについて解明する。このことで、本立体ラチス壁構造の耐震性能をエネルギー的に評
価しうるとともに、耐震診断基準の構造耐震判定指標 Is との関係を求めることが可能となる。 
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